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典型的な里地里山の選定手順 

①候補地となる里地里山を特定する 

里地里山の定義と特性（里地里山保全活用行動計画１．（１））を参考にして、地域内で

里地里山として扱う場所等を候補地として特定する。 

 

里地里山の定義と特性（里地里山保全活用行動計画１．（１）） 

里地里山は、集落を取り巻く農地、ため池、二次林と人工林、草原などで構成される

地域であり、相対的に自然性の高い奥山自然地域と人間活動が集中する都市地域との中

間に位置しています。里地里山の環境は、長い歴史の中でさまざまな人間の働きかけを

通じて形成され、動的・モザイク的な土地利用、循環型資源利用が行われてきた結果、

二次的自然に特有の生物相・生態系が成立し、多様な生態系サービスを享受しつつ自然

と共生する豊かな生活文化が形成されてきました。 

 

②「選定の視点」を定める 

地域の自然的・社会的特性を踏まえ、地域の里地里山を保全し活用する上で、里地里山

にどのような価値を認め、守っていくのかを考えて、地域の施策や状況に合わせた「選定

の視点」を検討し、定める。 

例えば、「環境共生型農林業」、「伝統的生活文化や景観」、「環境教育等の場」、「生物多

様性保全」など、どのような視点で選定するかを検討し、地域にあてはまるものを定める。 

 

③具体的な「選定の基準」を定める 

実際に里地里山にあてはめて評価するために、上述②で定めた「選定の視点」を具体化

して、地域に独自の選定の基準を定める。 

例えば、視点ごとに、価値的側面（里地里山の環境等を価値あるものとして保全すると

いう側面）と活用的側面（里地里山を残していくために産業等により活用するという側面）

のどちらか、もしくは両方に着眼して、その地域の里地里山を典型的に示す要素や代表す

る要素、或いは守りたい要素などを検討し、それらの要素を含む里地里山が選ばれるよう

に基準を定める。 

 

④候補地と基準を表現するデータとの重ね合わせ 

 上述③で定めた基準を表現するデータを候補地と重ね合わせ、最終候補地（データをも

とにして選定基準を満たす里地里山を明確な区域とともに特定したもの）を特定する。 

 

⑤生態系ネットワークに配慮する 

上述④で特定した最終候補地について、可能であれば、生態系ネットワークに配慮して

区域等を調整する。その際は、「指標とする生態系や種」を定め、それに即した「空間スケ

ール」を設け、「空間配置」を検討する。なお、既存の地域がある場合等においては、生態

系ネットワークを配慮せず、設定することもあり得る。 

なお、配慮にあたっての考え方、手順及び参考事例については、次項「（３）典型的な
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里地里山の選定における生態系ネットワークの配慮について」を参照されたい。 

 

⑥その他考慮する事項 

上位計画：前提とすべき上位計画がある場合、整合性を保ちながら選定する。  

地域バランス：取組への参加を促すことも目的の一つであり、地域的な配分への配慮も

重要である。 

 

⑦最終決定 

上述⑤と⑥を考慮したのち、最終的に「典型的な里地里山」の区域を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ｖ－２ 典型的な里地里山の選定手順 

注：地域が独自に検討して定めた手順により選定を進めることを期待するところであり、必ずしもこ

の手順に沿う必要はない。 

 

 

 

地域の意思 

１．「選定の視点」を定める 

 自らの地域の里地里山にどのような価値を認めるのか？ 

２．地域に独自の「選定の基準」を定める 

 価値的側面：その価値を典型的に表現する保全すべき里地里山とはなにか？ 

 活用的側面：活用して残していける里地里山か？ 

３．候補地（里地里山の定義に該当）と基準を表現するデータの重ね合わせ 

４．生態系ネットワークに配慮する 

 生態系ネットワークの観点から空

間的配置等を調整 

典型的里地里山 

（地域が保全活用するために選定） 

地域の自然的・社会的特性 

具体化 

具体化 
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３．候補地との重ね合わせ 

 ２．で定めた基準を表現する
データを候補地と重ね合わせ、
最終候補地を特定する。 

資料の目的：地域（都道府県・市町村等）が主体となって、その地域で守り活かすべき「典型的な里地里山」を選定し、選定した里地里山の保全活動を推進していただくために、参考となる考え方・手順などについて整理した
ものです。例えば、1)新たに活動を行う里地里山をリストアップしたいとき、2)複数の活動候補地の間で、典型性や代表性を比較したいとき、3)既に活動が行われている地点やその周辺で、新たな保全目標や活動内容を検討す
るときなどに、参考として活用していただくことを想定しています。 
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４．生態系ネットワークに

配慮する 

特定した最終候補地につい
ては、生態系ネットワークに配
慮して区域等を調整する。 
その際は、「指標とする生態系
や種」を定め、それに即した「空
間スケール」を設け、「空間配
置」を検討する。 

・里地里山の外部の生態系

ネットワークを強化するよ

うに区域等を調整する。 

・里地里山の内部の生態系

ネットワーク（生態系や種

の交流）が分断化されない

ように区域等を調整する。 
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区域等の調整 

２．具体的な「選定の基準」を定める 

実際に里地里山にあてはめて評価するために、１．で定めた「選定の視点」を
具体化して、地域に独自の「選定の基準」を定める。視点ごとに、価値的側面と
活用的側面の両方に着眼し、その地域の里地里山を典型的に示す要素や代表する
要素を検討し、それらの要素を含む里地里山が選ばれるように基準を定める。 
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価値的側面 
里地里山の環境等を価
値あるものとして保全
するという側面 

活用的側面 
里地里山を残していくた
めに産業等により活用す
るという側面 

■基準の例 
「循環型農法や環境に
親和した水利技術が活
用されている里地里山
である」等 
■要素の例 
「循環型農法」（例：低農
薬・低化学肥料）、「水利技
術」（例：冬期湛水） 

 

■基準の例 
「産業活力が高い里地
里山である」等 
「地域品種の栽培が盛
んな里地里山である」等 
■要素の例 
「産業活力」（例：農作物の
売上）、「地域品種」（例：地
域の名を冠した作物） 

■基準の例 
「伝統文化や伝統技術
が継承されている里地
里山である」等 
■要素の例 
「伝統文化」（例：収穫期
の祭事）、「伝統技術」（例：
茶道用の木炭） 

■基準の例 
「生業による持続的な
維持管理基盤がある里
地里山である」等 
■要素の例 
「生業による維持管理基
盤」（例：薪炭生産時の萌芽
整理） 

■基準の例 
「環境教育の資源となる
自然が豊富で、そのフィ
ールドとなっている里地
里山である」等 
■要素の例 
「環境教育の資源となる自
然」（例：エコツアープログ
ラムの対象生物） 

■基準の例 
「環境教育の素材とし
ての農林業が営まれて
いる里地里山である」等 
■要素の例 
「環境教育の素材としての
農林業」（例：小学校の農業
体験の場） 

■基準の例 
「地域を代表する植生が
ある里地里山である」「希
少種が生息・生育する里
地里山である」等 
■要素の例 
「地域を代表する植生」
（例：カヤ場）、「希少種」
（例：都道府県 RDB 掲載種） 

■基準の例 
「生物多様性を活かし
た農業技術を活用して
いる里地里山である」等 
■要素の例 
「生物多様性を活かした
農業技術」（例：養蜂業） 

活動の側面 
保全と活用の主体
を確保するという
側面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※本基準は、どの視点

を選んだかに関わり

なく検討する方がよ

い。 

活動に着目した
基準 

 

■基準の例 
「活動の核とな
る団体が存在す
ること」 
 
「地域内外の交
流があること」 
 
「地域の取り組
みへの気運が高
い里地里山であ
る」 
 
「都市圏からの
アクセス条件が
よいこと」 
 

※視点ごとに複数の基準を設けてもよい。「価値」と「活用」の両側面から基準を設けるのが
よい。 

最終決定 

※基準によって特定された最終

候補地やその区域を、不用意に

選定外にしない方がよい 

 

１．「選定の視点」を定める 

地域の自然的・社会的特性を踏
まえ、地域の里地里山を保全し活
用する上で、里地里山にどのよう
な価値を認めるのかを考えて、
「選定の視点」を定める。以下４
つの視点のうち、地域にあてはま
るものを選ぶ。 

視点①環境共生型 
農林業 

地域の環境と親和的な農林
業を大事にしていこうとい
う視点 
例：「地域の気候、地形、土壌等

の条件を活かした地域らしい営

農法を広げたい」等 

→表Ｖ－３事例 1 

 

視点②伝統的生活文化や景観 
伝統的な生活文化や伝統的
な景観を将来も残していこ
うという視点 
例：「地域の風土が表現された景

観を残したい」、「伝統文化や技術

を維持したい」等 

→表Ｖ－３事例 1,2         

視点③環境教育等の場 
里地里山を教育や観光に活
かしていこうという視点 
例：「環境教育やエコツーリズム

の場として活用していきたい」等 

→表Ｖ－３事例 2 

視点④生物多様性保全 
里地里山にみられる生物を
保全していこうという視点 
例：「地域を代表する生物を保全

したい、注目すべき種を保全した

い」等 

→表Ｖ－３事例 1,2,3 

※里地里山活動は多面的であるため、

複数の視点を選ぶ方がよい。 

図Ｖ－３ 各地域における典型的な里地里山の選定の手順（フロー） 
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＜里地里山を未特定の場合＞ 

＜すでに里地里山を特定 
している場合＞ 

新規候補地の検討 

追加候補地の検討 

候補地の検討 

・里地里山として

扱うか？ 

生態系ネットワークに配慮して区域を調整 

最終候補地の特定手順（例） 

 

 

データ(視点①) 

＜B.視点が多いパターン＞ 

：内部の生態系ネットワーク 

データ(視点④) 

図Ｖ－４ 典型的な里地里山の選定手順の例（イメージ図） 

最終候補地

の特定 

基準データの
重ね合わせ 

候補地との
重ね合わせ 

最終候補地
の特定 

候補地との
重ね合わせ 

視点ごとの
候補地特定 

＜A.基本パターン＞ 

候補地の特定 最終候補地の特定 

：最終候補地 ：外部の生態系ネットワーク(コリドー) 

：外部の生態系ネットワーク(コア) 

最終候補地が特定された場

合、生態系ネットワークへ

の配慮を行うことが望まし

い。 

典型的里地里山

の選定 

例えば複数重なる

場所を最終候補地

とする。 

検討し決定した視点から、視点に沿った具体的な基準を定め、基準

データと候補地との重ね合わせを行うことで、最終候補地を特定す

る。 

データ(視点③） 

例： 
エコツーの対
象生物( ) 
農薬体験の場
( ) 

データ(視点①） 

例： 
低農薬・低化学
肥 料 の 農 地
( ) 
冬期湛水( ) 

対象地域（例えば、

市町村）の範囲 

この資料は選定手順の過程を示す参考例です。各自治体の施策や地域の状況に合わせて、より良い手順を検討し選定して下さい。また、表 V-3 の事例も参考にして下さい。 

データ(視点②) 
視点ごとの候補
地の重ね合わせ 

最終候補地
の特定 

例えば３視点以上

重なる場所を最終

候補地とする。 

：典型的里地里山 ：里地里山候補地 

例： 
収穫期の祭事
( ) 

データ(視点④) 

例： 

県 RDB 種の分布

( ) 

カヤ場( ) 

養蜂業( ) 

例：低農薬・低化学
肥料の農地( ) 

例：県 RDB 種の分

布( ) 


